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研究指定校４校において、高等部（中・重度）における「作業学習」の授業

研究を行った。 

授業改善に当たっては、３つの工夫に教員の支援（働きかけ）や立ち位置を

要件に加えた。 

 

 

 

 

 

○ 工程の分析    

○ 補助具の開発 

 ○ 環境の整理 

 ○ 教員の関わり方 
 

Ⅲ 知的障害特別支援学校高等部普通科の 

職業教育の充実事業報告 

１ 都立知的障害特別支援学校の現状と課題 

２ 平成２６年度の実施内容 

方法 

生徒が「やりにくい」と感じている場面の例 

用具の準備など、作業の準備に時間がかかる。 作業に集中できない 

次に何を行うのかが理解出来ず、教員が次の仕事（作業）を指示

するまで待っている。 

 

 

教員の口頭での指示が多い 
正確な手順がわからないため、間違えてしまい、その都度口頭で

指示が必要である。 

仕上がりが判断できないため、その都度近くの教員に確認する。 

教員によって指示が様々であり、何度も確認が必要である。 教員の指示が様々である 

安全への配慮のため、教員が傍について一緒に行っている。 一人で行うことができない 

各作業班共通の課題 

本実践研究では、企業関係者や学識経験者等、外部の専門家の指導・助言を得ながら授業改善を進め

ました。実践事例にある「専門家」とは、今回の実践研究にご協力いただいた外部の専門家のことです。

（１）工程の分析 

  ・工程を細分化し、生徒に示す手順書を作成している作業班は半数程度である。

（２）補助具の開発 

  ・作業の数量等が分かる補助具、直線を引く・押印の位置を決めるなど作業の

正確性を促す補助具は、多くの作業班で使用されている。 

（３）環境の整理 

  ・物品の整理整頓の意識は高まっている。 

（４）教員の関わり方 

  ・生徒への指導は、担当する教員の指導力に大きく左右され、継続していない。

一人でできた！という自信をつける 
（客観的な変化） 
・一人でできる工程の増加 ・作業量の増加     

・品質の向上 ・集中できる時間の増加 など 

＜平成２５年度指導部調査より＞  
■ 対象  
知的障害特別支援学校高等部 中度（愛の手帳３度）の生徒が所属する作業班 

■ 総数  
２４校 １２４作業班 

現状 

（１）工程分析 

・工程の細分化に加え、生徒一人一人の障害の状況に応じた工程を工夫して

いく必要がある。 

（２）補助具の開発 

・工夫された補助具等の情報を、同様の作業種を実施している学校間でも共

有していく必要がある。 

・教員が補助をするのではなく、補助具を工夫することで生徒が一人ででき

るようになる場面を増やす必要がある。 

（３）環境の整理 

・生徒一人一人が準備や片付けを行いやすく、作業に集中できる環境作りを

行う必要がある。 

（４）教員の関わり方 

・作業班のリーダーは、作業活動の計画・推進者に留まらず、生徒への指導

方法を教員に助言する必要がある。 

課題 
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